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透析で使用される 
さまざまな指標について 



1-1.「推算糸球体ろ過量（eGFR）」 

 腎臓の働きがどの程度低下しているのかは、腎臓
が１分あたりどのくらいの量の血液をろ過し、尿を
つくれるかで推測することができます。 

 この指標を 

   「推算糸球体ろ過量（ｅＧＦＲ）」 

 といいます。 

 ｅＧＦＲは、年齢や性別、血清クレアチニン（血
液中の老廃物の一種です）の値から算出します。  

 

1.透析導入前の指標 



eGFRは正常では90 mL/分/1.73m²以上です。 

eGFRが15mL/分/1.73m²未満のCKDステージ「G5」
は『末期腎不全』と呼ばれ、この段階になると透
析療法や腎移植が必要となります。 

 

1-2.ｅＧＦＲとＣＫＤステージ 



2-2. KT/Vとは？ 



２－４．クリアスペース(率)とは？ 



【まとめ】 
 
 透析導入前指標：ｅＧＦＲ(腎臓の機能) 

        ：透析導入基準 

 

 透析導入後指標：ＴＡＣＢＵＮ(ＢＵＮの平均濃度/週） 

        ：Ｋｔ/Ｖ(各個人の体液量からＢＵＮ 

             がどの位除去されたか) 

        ：ｸﾘｱｽﾍﾟｰｽ(各溶質の除去量) 

        ：ｸﾘｱｽﾍﾟｰｽ率(体にある溶質の総量から 

               の除去量) 

        ：ｎＰＣＲ(蛋白摂取量＝栄養状態) 

        ：％ＣＧＲ(筋肉量＝栄養＋運動量) 

 

 


